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頃，臨國する事と致しました，年末のフ・tラデルフィヤのAAS（二二天文二二）
三山へは出席致します．
　最近のChristian　Science　Monitor紙にA．　P．　Pンドン十二月6日稜とし
て下の檬な記事がありました．
「グリニチ二丈皇は，最近の爆撃で，時計室，望遠鏡室の一部が爆弾及焼夷弾
に依って破裏された．その中には，1675年Sir　Christopher　Wrenの設計に
依って建てられたものが含まれてみる。」
　　　十二月13日　　　　　　　　　　ハiバ1ド天丈i嚢　古　畑　正　献
編輯局　よ　サ
　この前の號には大門な失敗があって申しわけが無い．改二三の八行詩の組み
：方が誤まれたため，トンでも無いことになって了つたので，雪下に改めて組み
直した．“詩”は箪なる正誤文では濟まなV・．A伊建氏のスライファ博士へ逡る書
面は，尾州上非常に大切なトキュメントであるから，箪に個人から個入への私
的なものに止めす，こXに公開することにした．これで見ても分るやうに，本
物’の遊星面課の人kの努力は，決して無意義なものではないのであって，伊
達，木興野氏等の指導により，今後，世更的に大に雄飛してもらびたい．．今年
の秋には叉々火星が近づいて來る．こんどは火星の緯度がウンと高いし，シ1
イングの良い時であるから，槻弓部員たちは，今から充分な準備を以って，雷
闘してもらびたい．硯直脛だつて，2⑪”以上になるのだから，決して一昨年に
比べて見劣りのするものではないに違ぴない．それにつけても，木星と土星と
の接近期が絡らんとしてみる今日，此等の遊星面の観測結集が未だ何所からも
報告されて來ないのはどうしたものかP血本田氏の“黄道光の観測手引”は少
々時機を失したきらぴがあるが，しかし，秋のシ1ズンにも役に立つので，～二
玉に出すごととした。血こ製に“1942年”の略暦表を護者に贈る。天交家たる
ものは，世人に一歩先んじて，宇宙の歩みを認識する義務がある．△本號には
記事輻藤のため，たて組みの4號活字附録を取り止め，次號にまはすこととし
た．△二藍は，昨秋の水星の太陽面経過の記事の特輯號としたい心算である．
少々おくれたけれど，近來，彗星の去來などで，非常に多忙を極めたし，又，
一方に於いて，水星の槻測者からの諸報告や，爲二等も，多少おくれた向きが
あったのだが，今は殆んど串揃った．血忌年内には是非一回ぐらゐ，彗星の特
輯號を出したいし，叉，故スコフィルド氏の遣稿や業績を満載した特別號をも
出したいと思ふ．
